
ジロボウエンゴサクの繁殖サイクル

スプリング・エフェメラル
春の妖精 繁殖戦略

スプリング・エフェメラルとは、
直訳だと「春のはかない命」ですが、

林床で早春に花を咲かせ、夏までに種子
散布を終わらせ、地下茎や球根に養分を
蓄え翌春まで休眠する草本の総称で、

春の妖精とも呼ばれます。
夏は落葉広葉樹が茂って林床が暗くな

り、光合成効率が落ちるため、その前に、
大急ぎで次世代をつくる繁殖戦略で、ブ
ナ帯に適応した進化なのです。
注：スプリング・エフェメラルは種の分類ではなく
繁殖タイプの1つなので、夏でも葉を残すなど中間的な
タイプもあります。
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春冬秋 夏

葉を枯らし
塊根で休眠

虫さん受粉
して～

まだ寒いけど、明るくなっ
たから、葉を伸ばそう

かいこん

塊根

塊根とは、栄養を
貯めて太った根

ジロボウエンゴサクは
アリに種子を運んでもら
うために、タネの外側に
栄養価の高いアリの餌
（エライオソーム）を
付着させている。

さやの中
に種子

ジロボウエンゴサク 花4月→種子5月

ラッキー  
美味しいタネ

発見

夏までに
タネ完成！

日光が
木の葉で
遮られる

落葉広葉樹林
の展葉

暗い林床明るい林床

暗い林床

落葉期 着葉期着葉期

林床が暗く
なる前に子
孫を残そう

アリ

暗くて光
合成でき
ないよ～

新しい
塊根

日光が地面に
直接当たる

シュンラン 花3～4月
ヒトリシズカ
花4～5 月
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